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ま
ち
に
ま
っ
た

運
動
会
せ
ま
る

秋
ば
れ
の
日
。

そ
の
日
の
朝
早

く
か
ら
パ
ン
パ
ン
と
、

景
気
の
よ

い
打
上
げ
花
火
の
音
と
と
も
に
、

に
ぎ
や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

学
校
の
運
動
会
。
子
供
た
ち
は
、

こ
の
日
を
胸
お
ど
ら
せ
て
待
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
が
、

も
ビ
リ
し
か
走
れ
な
い
子
供
も
い

応
、
ま
す
。
泣
き
だ
し
そ
う
な
顔
を
し

て
走
る
心
の
重
さ
に
は
周
囲
の
心

づ
か
い
が
大
切
で
す
。
最
後
ま
で

「
自
分
の
力
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
」

こ
と
の
偉
さ
「
や
り
ぬ
く
こ
と
の

誇
り
」
を
も
た
せ
て
や
り
ま
し
ょ

つ
O 

しユ
てコ
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(2) 

大
村
市
連
合
婦
人
会
は
九
月
十

二
日
「
長
崎
国
休
大
村
会
場
成
坊

の
た
め
に
」
と
、
バ
ス
停
留
所
用

ベ
ン
チ
二
十
五
脚
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。乙

の
ベ
ン
チ
は
、
全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
選
子
、
役
員
の
方
々

に
、
バ
ス
停
留
所
で
少
し
で
も
不

便
を
か
け
な
レ
よ
う
に
と
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
さ
っ
そ
く
市
内
の
主

要
停
留
所
に
設
置
さ
れ
、
秋
季
国

体
の
開
会
を
待
っ
て
い
ま
す
.

国体の成功に一役

ベンチを寄贈

一一・大村市連合婦人会 ・一一

おおむら市政だより昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和44年 9月20日
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連合婦人会へ感謝状の贈呈式 仁市長応接室にて〕

静
岡
県
研
修
生

受
け
入
れ

市
内
の
ミ
カ
ン
栽
培
農
家
に
静

岡
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
農
村
青
年

十
人
が
、
九
月
十
二
日

l二
十
日

ま
で
泊
ま
り
込
み
研
修
を
し
ま
し

た
。
大
村
市
は
、
ミ
カ
ン
の
新
興

産
地
と
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
視
察
、
栽
培

按
術
を
実
地
に
学
ん
で
、
ま

τ

た
.

青
年
と
の
交
歓
を
し
て
、
同
世
代

の
喜
び
、

悩
み
を
話
し
あ
っ
て
人

生
経
験
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の

こ
の
研
修
は
、
昨
年
も
実
施
さ

れ
、
大
村
市
で
の
研
修
の
成
果
が

認
め
ら
れ
、
本
年
も
実
施
さ
れ
た

わ
け
で
す
.

看
護
婦
等
未
就
業

者
調
査
に
ど
協
力

を県
で
は
、
「
県
内
に
お
け
る
看

護
職
員
の
円
滑
な
充
足
を
図
る
た

め、

家
庭
等
に
あ
る
未
就
業
の
看

護
婦
等
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
再
就
職
を
容
易
に
し

看
護
職
員
の
確
保
を
図
る
。
」
た

め
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

V

対
象
県
内
に
居
住
し
て
い
る

未
就
業
の
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看

護
婦
(
士
)
、

准
看
護
婦
の
有
資
格

受
け
入
農
家
は
次
の
と
お
り
で

す
.

山
下
武
(
三
浦
)

佐
古
義
己
(
三
浦
)

高
瀬
富
夫
(
鈴
田
)

藤
本
小
太
郎
ハ
大
村
)

山
本
米
作
(
萱
瀬
」

田
添
正
ハ
萱
瀬
」

松
尾
寿
夫
(
西
大
村
)

御
厨
武
市
(
福
重
)

一
瀬
武
義
ハ
福
重
)

福
田
芳
雄
(
松
原
)

者
で
、
昭
和
田
十
二
年
十
二
月
に

行
っ
た
調
査
の
と
き
届
出
を
し
な

か
っ
た
者
。

V

調
査
期
間
ハ
十
日
間
)

自
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
二
十
日

至
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十
日

V

届
出
方
法

該
当
者
は
「
大
村

布
衛
生
課
」
で
、

調
査
表
を
受
領

し
届
出
て
下
さ
い
。

交
通
安
全
講
習
会

秋
の
運
転
者
講
習
会
を
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
。
な
お
今
回
は
職

域
で
の
講
習
会
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
機
会
に
下
記
に
よ
り
受

講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

ν' 

ご

寄

附

あ

り

が

と

う

《

さ
て
、
こ
の
澄
み
き
っ
た
空
を

ご

ざ

い

ま

し

た

V

な
が
め
、
空
気
も
乾
燥
し
た
さ
わ

大
村
市
農
協
青
壮
年
部
は
十
六
《
や
か
な
秋
を
迎
え
、
食
べ
も
の
も

目
。
国
体
協
力
基
金
と
し
て
金
一

V

み
な
お
い
し
い
と
き
に
、

大
い
に

封
を
。
こ
か
ほ
か
、

旗
竿
や
棒
杭

の
食
べ
て
体
力
を
養
う
こ
と
は
、
や

六
百
五
十
本
を
出
し
た
り
、

駅
通

~
が
て
や
っ
て
く
る
、
き
び
し
い
冬

り
の
花
の
管
理
な
ど
を
行
な
っ
て
の
に
耐
え
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

い
ま
す
。

~
す
が
、

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
と
い

さ
ら
に
十
五
日
の
老
人
の
日
に

ぞ
つ
こ
と
と
、
は
き
違
え
て
い
る
人

は、

清
和
園
を
訪
問
、
果
物
や
衣

~
も
多
い
よ
う
で
す
。
い
く
ら
食
べ

類
を
贈
っ
て
お
年
寄
り
を
な
ぐ
さ
の
物
が
お
い
し
い
か
ら
、
食
欲
が
あ

め
ま
し
た
。

~
る
か
ら
と
い
っ
て
、

腹
い
っ
ぱ
い

植
松
町
一

一一
二
番
地
服
部
進
さ
ん

の
食
べ
る
こ
と
は
、

決
し
て
わ
た
く

は
亡
妻
美
智
子
さ
ん
の
忌
明
に
、

~
し
た
ち
の
健
康
に
プ
ラ
ス
に
は
な

小
路
口
郷
五
三
二
番
地
の
一
朝
長
の
り
ま
せ
ん
。

ヒ
デ
さ
ん
は
亡
父
覚
こ
さ
ん
の
忌

ム

グ

食

欲

の

秋
H
H

明
に
、
木
場
郷
七
四
七
番
地
渡
辺

ぜd

い
く
ら
食
べ
て
も
ふ
と
ら
な
い

肇
さ
ん
は
亡
父
秀
次
郎
さ
ん
の
忌

へへ
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、
見
た
と
こ

明
に
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
市

ザぜ
ろ
ふ
だ
ん
あ
ま
り
食
べ
て
る
様
子

善
意
銀
行
に
金
一
封
を
そ
れ
ぞ
れ

《へ

な

い
の
に
プ
ク
ブ
ク
ふ
と
っ
て

予
託
さ
れ
ま
し
た
。

ぽ

11
4q
l
i
l
i-
-
-J
》
く
る

人
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
い
ず

面
一
日

二

れ
ど
こ
か
に
原
因
が
あ
る
わ
け
で

一
一
ト
H

H

グ
H

P

H

グ

ニ

~
す
が
、

人
聞
は
、
食
べ
た
ら
そ
れ

時

一

日

一

〈
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
し
て
、
ェ

|

印

刷

州
剛
削
同
副
刷
出

ゴ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
な
け
れ
ば
消

一
ーー

一氏
自
白

1
2
3
4
F
F
一
へ
化
不
良
や
胃
弱
で
、
必
ず
そ
の
結

-
1
一月

r

r

月

γ

L

~

7
三日
u

J

J

m

ノ

メ

メ

メ

，h

一
V

果
が
か
ら
だ
に
現
わ
れ
ま
す。

一舘
薗
舘

ム
舘
舘
校
舘
舘
一
》

?一

一
《

こ
の
よ
い
季
節
に
、
お
お
い
に

所

一育

会
一

育

一

V

J
体
育
土
ホ
体
民
学
会
会
一
一
食
べ

栄
養
を
つ
け
る
の
は
結
構
で

一校

1
人

一

J

一学
保
神
ヨ
需
市
校
公

小

一

〈
す
が
そ
れ
に
伴
う
運
動動
、伊を」して、

場

鈴
萱
実
大
郡

占
憾
同
』捕柿同岬岬川
一
γγi)

一二A

す。

， 

‘ 

， 
--4， 
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職
場
の
保
険
脱
退

の
と
き
は
国
保
加

入
手
続
を
お
忘
れ

な
く

おお ‘むら

職
場
の
健
康
保
険
(
政
府
管
掌

健
康
保
険
、
各
種
共
済
組
合
等
)

に
加
入
ま
た
は
脱
退
に
よ
り
次
の

事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
十
四
日

以
内
に
国
民
健
康
保
険
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出

が
お
く
れ
た
り
届
け
出
な
か
っ
た

り
す
る
と

一
度
に
多
額
の
保
険
税

を
賦
課
さ
れ
た
り
給
付
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
.

上

国

民

健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
が
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き
。

Z

退
職
等
に
よ
り
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
。
(
引

続
い
て
他
の
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合
を
除
く
。
)

以
上
い
づ
れ
も
職
場
の
健
康
保

険
の
資
格
を
取
得
ま
た
は
喪
失
し

た
旨
の
事
業
主
の
証
明
書
と
認
印

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市政だより

狂
犬
予
防
注
射
と登

録
を

犬
の
登
録
と
、
第
二
回
の
狂
犬

予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ

(3) 

J 

一
肥
効
成
分
含
有
量
豊
富

山

後

九

一

日

以

上

の

な

「

し

尿

消

化

脱

水

登
録

一
頭
に
つ
き

ゅ

汚

泥

」

を

無

償

で

差

上

一二

C
O
円
判
げ
て
い
ま
す
。

注
射
一
頭
に
つ
き
一
二

O
円
い
市
の
し
尿
処
理
施
設
よ
り
産
出

犬
は
丈
夫
な
く
さ
り
な
ど
で
つ
ル
し
て
お
り
ま
す
「
消
化
脱
水
汚
泥
」

な
ぎ
、
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
?
を
無
償
で
差
上
げ
て
お
り
ま
す
の

ま
た
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ
犬
に
吋
で
ご
希
望
の
方
は
市
衛
生
課
に
申

は
必
ら
ず
鑑
札
を
つ
け
て
く
だ
さ
川
出
て
く
だ
さ
い
.

叩

肥
効
成
分
は
概
ね
次
の
と
お
り

い
で
、
既
に
各
方
面
で
相
当
使
用
さ

な
い
ま
す

F

対
象
犬

手
数
料

予
防
注
射
日
程
表

月 日 実施場所 実 施 時間

1 0月 1 日 I 市犬民多会武館婦〈別人館ホの玄ー関ムJ 11 193..3300~~11 24..030 0 

1 0月 2日 市 役所(裏側) I 9.30-15.30 

1 0月 3日 主三農 協益浦西金出部量張吏 所所豊 1l 1 1l 11B 4.1B31O日二~~111145 1日01日0 

1 0月 6日 I 鈴岩 松田駅出前張広所場 || 194.3300~~1154..030 0 i 

1 0月 7日 |西 大村出 張所 | 9.30-15.30 

1 0月 8目
黒i黒 木ε木瀬小ダバ出ミ学」ス張終在 卑前所 ||| 111301 :日0日日1二~~11l01i.33l0 0 o 

ノ

11 00 月且 13 回日 i 竹野書松 事岳原松1翻5出出失バr張張fス E停所所 ||l1 !1 自?39 3i33 D l00 -~二-l 111 i550 -0133 0 1 日0 

11 00月月 11 54 日日 諏世福池 神訪重田 堂公公出前張民民広 所館場館 1l|| 11 39E4. 30330000~~-~1111 5441 30300 0 日0 

1 0月 16日 |大村保健所 | 9.30-15.00 
.，."，.，; 

え

れ
ャ
胞
料
と
し
て
の
好
評
が
あ
り
・

山
池
田
こ
ど
も
会
ハ
叩
υ

ま
す
。

V

し
尿
処
理
施
設
の
汚
泥
の
産
出
…
池
田
こ
ど
も
会
は
昭
和
初
年
発
足

過
程
は
、
市
内
よ
り
搬
出
さ
れ
た
…
以
来
着
々
と
根
を
お
ろ
し
、
現
在

し
尿
を
先
ず
、
投
入
槽
に
て
消
化
川
で
は

8
班

m
名
で
構
成
さ
れ
て
い

に
支
障
と
な
る
園
型
物
を
破
砕
し
川
ま
す
。
会
の
主
な
行
事
と
し
て
は

混
合
槽
に
移
し
消
化
作
用
を
促
進
川
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

す
る
た
め
に
成
熟
汚
泥
と
充
分
に
…
練
成
会
、
廃
品
回
収
等
で
ソ
フ
ト

混
合
捜
伴
し
て
消
化
槽
に
移
す
。
W

ポ
l
ル
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
全
員
池

消
化
槽
で
は
常
時
摂
子
三
十
六
度
川
田
湖
畔
に
集
っ
て
新
鮮
な
空
気
を

を
保
た
せ
る
よ
う
加
温
し
十
五
日
川
満
喫
し
な
が
ら
行
っ
て
居
り
ま
す

E
E

間
貯
溜
、
こ
の
間
嫌
気
性
菌
の
醸
…
練
成
会
は
自
衛
隊
の
厚
意
に
よ
り

酵
繁
殖
に
よ
っ
て
、
消
化
汚
泥
と
州

脱
離
液
と
に
分
離
さ
れ
る
。
こ
の
仰

消
化
汚
泥
を
引
抜
き
脱
水
処
理
を
川

し
た
も
の
で
あ
り
、
し
尿
臭
は
皆
川

無
で
大
腸
菌
や
、
回
虫
卵
も
死
滅

し
た
衛
生
的
な
品
物
で
す
。

V

肥
効
成
分
は
概
ね
次
の
よ
う
で

す
.

窒
素

リ

γ
酸

カ
リ

二
、
三
労

四
、
七
%

。
、
六
Mm

花
菖
蒲
の
分
譲

大
村
公
園
に
あ
る
花
菖
蒲
園
の
菖

蒲
を
分
譲
い
た
し
ま
す
.
希
望
者

は
数
量
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

早
自
に
左
記
期
間
内
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
.

一
、
期
間
昭
和
村
年

9
月
泊
目

か
ら
周
年

9
用
初
日
ま
で

一
、
申
込
場
所
大
村
市
土
木
課

一
、
価
格
無
料

jS等郁悦ミ乎等乎悦桝ヂヂヂ科料;;ミ妥ミ妥2妥!倫檎;鮒銭似附馴馴ggcc仰仰仰:2波換汲払払;2湯諜港払?泉集必払仏必2集弘弘弘':~~:号を:l:
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隊
内
に
合
宿
し
て
規
律
正
し
共
同

生
活
を
一
人
々
々
が
体
験
す
る
有

意
義
か
つ
楽
し
い
行
事
の
一
つ
で

す
。
本
年
の
重
点
目
標
は
、
町
内

の
人
に
「
お
は
よ
う
」
、
人
か
ら
物
内

を
貰
っ
た
り
、

親
切
に
し
て
い
た
川

だ
い
た
と
き
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
川

云
う
こ
と
を
全
会
員
出
来
る
様
努
w

め

て

お

り

ま

す

。

川

会
員

m
名

会

長

馬

場

啓

二

川

育
成
会
長

渡
辺

昭

美

山
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咽
可

ν
1
、νh官
E
，E

食
品
関
係
営
業
従
事

者
の
赤
痢
検
便
実
施

に
つ
い
て

国
体
開
催
を
間
近
に
迎
え
る
に

あ
た
り
、
つ
ぎ
の
対
象
営
業
従
事

者
は
別
記
日
程
に
よ
り
赤
痢
検
便

を
行
な
い
ま
す
の
で
家
族
(
旅
舘

業
及
び
飲
食
庖
の
み
)
及
び
従
事

者
全
員
も
れ
な
く
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
対
象
業
種

L

旅
舘
営
業

(家
族
も
含
む
)

2

飲
食
庖
営
業
(家
族
も
含
む
)

ι
弁
当
調
整
所

ι
前
記

ω
iω
・へ
の
食
品
納
入

業
5

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
製
造
販

売
業

ι
魚
肉
ね
り
製
品
製
造
販
売
業

1

豆
腐
製
造
業

8

魚
介
類
販
売
業

O
実
施
日
程
及
び
場
所

松
原
公
民
舘

9
月
白
日

午
前
叩
時
よ
り
ロ
時
ま
で

竹
松
出
張
所

9
月

m日

午
時

1
時
よ
り

3
時
ま
で

大
村
保
健
所

9
月
泊
目
、

9
月
初
日

午
前

9
持
よ
り
同
時
ま
で

市政だより昭和44年 9月20日

/ ' 

O
検
査
手
数
料

O
採
便
の
方
法

直
接
採
便
及
び
間
接
採
便
と
す
る

本
人
が
来
れ
な
い
場
合
は
新
鮮
な

本
人
の
便
(
母
指
頭
大
)
を
マ
ッ

チ
箱
な
ど
に
入
れ
て
代
人
が
持
参

す
る
こ
と
。

O
そ
の
他

当
日
営
業
主
は
従
業
者
及
び
家
族

，の
名
簿
を
提
出
す
る
こ
と
.

無
料

国
体
競
技
場
に

グ
大
村
郵
便
局
臨
時

出
張
所
グ
が
開
設

取
扱
は
、
郵
便
切
手
類
の
販
売
等

記
念
消
印

初
日
カ
バ

l

v
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
場

一
O
月
二
七
日

l
三
O
日
ま
で

V

ラ
グ
ビ
ー
競
技
場

一
O
月
二
七
、
二
九
、
三
一
日

大
村
郵
趣
会

郵
政
省
で
は
年
間
約
四
十
余
種
の

新
し
い
郵
便
切
手
が
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
、
こ
れ
を
研
究
し
大
切
に

保
存
す
る
た
め
、
毎
月
例
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
、
入
会
ご
希
望

の
お
方
は
自
由
に
参
加
し
て
下
さ

毎
月
、
第
四
土
曜
日
(
九
月
は
二

七
日
)
午
後
一
時
三

O
分

よ
り

場
所
ハ
大
村
郵
便
局
会
議
室
〉

昭
和
四
十
四
年
度

長
崎
県
改
良
普
及
員

資
格
試
験

マ

試
験
区
分

ω農
業
改
良
普
及
員

ω生
活
改
良
普
及
員

V

試
験
期
日

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
十
七
日

l
十
二
月
十
九
日
ま
で

V

試
験
場
所

諌
早
市
員
津
町
三
一
一
八

長
崎
県
総
合
農
林
セ
ン
タ
ー

V

願
書
受
付

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
日
l

十
一
月
三
十
日
ま
で

V

提
出
先

長
崎
市
江
戸
町
二
番
十
三
号

長
崎
県
農
林
部
総
合
推
進
課

定
例
母
子
検
診

実施場所 |実施月日| 実施時間 I ~ 十
萱瀬出張所110月8日113:30-15:∞|す2
三浦診療所110月13日I9:30-12:州室事
鈴田出張所110月14日19:30-12:001い母

松原出張所110月20日19:30-12:001 t五
福重出張所110月21日19:30-12:叩|手芝
1竹松出張所110月9日19:30-15:301 。つ

ぎ

¥， 

計
量
関
係
商
品
別
協
議

会
の
開
催

計
量
法
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
て

い
る
商
品
量
目
の
適
正
化
を
促
進

し
、
文
そ
の
諸
問
題
を
検
討
す
る

計
量
関
係
商
品
別
協
議
会
を
、
県

計
量
検
定
所
主
催
に
よ
り
、
次
の

、
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

関
係
業
者
の
方
は
.
是
非
ご
出
席

さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す。日
時

九
月
三
十
日
(
火
)
午
後

一
時
1
四
時

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

議
題

ω商
品
量
目
立
入
検
査
の

結
果
報
告

ω正
味
量
の
表
記
に
つ
い
て

∞
計
量
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て

ω常
時
使
用
す
る
風
袋
の
量
目
表

示
統
一
に
つ
い
て

ωそ
の
他

関
係
業
者
、
お
茶
、
み
そ
、
乾
め

ん
、
即
席
め
ん
、
春
雨
の
詰
込
み

業
者な

お
、
詳
し
い
こ
と
は
ぺ

市
商

工
観
光
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

敬
老
の
日
に
奉
仕

大
村
理
容
組
合
(
白
石
子
之
助

組
合
長
)
で
は
池
田
郷
の
清
和
国

を
お
と
ず
れ
理
髪
等
の
奉
仕
を
さ

れ
大
変
皆
さ
ん
よ
り
嬉
ば
れ
ま
し

大

i 、，-， 

長
崎
県
中
小
企
業
従
業

員
住
宅
建
設
の
説
明
会

開
催県

で
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
も

中
小
企
業
従
業
員
住
宅
を
建
設
す

る
よ
う
計
画
中
で
す
が
、
こ
の
制

度
の
周
知
を
は
か
る
た
め
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
該
当
事
業
所
の
方
は
、
是

非
ご
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

日
時
十
月
七
日
(
火
)
十
三
時

場

所

大

村
商
工
会
議
所
会
議
室

貸
付
対
象
常
時
使
用
す
る
従
業

員
(
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
)

が
三
百
人
未
満
の
中
小
企
業
者

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、

市
商

工
観
光
課
又
は
、
大
村
商
工
会
議

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

秋
分
の
日

二
十
三
日
は
「
秋
分
の
回
」
で

す
。
こ
と
し
は
月
曜
日
を
は
さ
ん

で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は

十
月
十
日
の
「
体
育
の
日
」
と
と
も

に
う
れ
し
い
飛
び
石
連
休
で
す
。

秋
分
の
白
と
い
う
の
は
、
太
陽

の
中
心
が
秋
分
点
に
き
た
と
き
の

こ
と
で
、
秋
分
点
と
い
う
の
は
、

太
陽
が
北
か
ら
南
に
む
か
つ
て
赤

道
上
を
通
過
す
る
点
で
す
。
こ
の

宮
司
昼
と
夜
の
時
間
の
長
さ
が
ほ

~ ~ 

-4. 

ぽ
同
じ
に
な
り
ま
す
.
残
暑
も
こ

の
日
ご
ろ
を
境
に
し
て
ぐ
っ
と
う

す
ら
ぎ
、
雲
の
ゆ
き
か
い
、
草
木

の
た
た
ず
ま
い
に
も
秋
の
気
配
が

濃
く
な
っ
て
露
も
つ
め
た
く
、
洗

た
く
も
の
も
乾
き
に
く
く
な
り
ま

す。
ま
た
、
こ
の
日
は
秋
の
彼
岸
の

中
日
で
、
お
は
ぎ
な
ど
こ
し
ら
え

仏
さ
ま
に
供
え
た
り
し
て
.
子
供

た
ち
も
先
祖
を
身
近
に
感
じ
る
目

で
す
。
お
墓
参
り
の
前
に
亡
く
な

っ
た
お
じ
い
さ
ん
や
、
お
ば
あ
さ

ん
の
あ
り
し
目
を
し
の
び
、
『
む

か
し
は
こ
う
だ
つ
た
』
と
、
し
つ

け
や
教
育
方
針
の
逸
話
な
ど
聞
か

せ
て
や
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
.

乙
の
彼
岸
の
お
祭
り
は
、
延
暦

二
十
五
年
二
月
(
八
O
六
年
)
の

大
政
官
府
に
、
毎
年
、
秋
分
の
日

を
中
心
に
、
七
日
間
、
僧
に
経
を

読
ま
せ
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
珍
し
い
こ

と
に
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
独
特
な

も
の
で
、
中
国
や
イ
ン
ド
に
も
な

い
そ
う
で
す
。

源
氏
物
語
に
も
「
彼
岸
」
と
い

う
こ
と
ば
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
}

み
る
と
、
か
な
り
古
く
か
ら
行
な

わ
れ
て
い
た
行
事
と
い
え
ま
し
ょ

v

つ。


